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第 I章館林市の環境

1. 地理 的環境

館林市は、群馬県の南東部、関東平野の北辺に位置し、北は渡良瀬川を隔てて栃木県に、南は

巴楽郡明和村を越え利根川を境に埼玉県に接している。市域は、東西約 15km、南北約 8kmと東

西に長く、総面積は約61km
2

である。また、県都前橋市までは約 50km、東北自動車道館林イン

ターから都心まで 60km余りで首都圏との結び付きも強い。

地形的には一見平坦に見える本市も、ほぼ中央部には標高 20m前後の「邑楽 ・館林台地」と呼

ばれる洪積台地が東西に延び、この洪積台地を取り囲むように標高 15m前後の沖積地が広がって

いる。台地上は関東ローム層に覆われ、さらに大泉町古海から館林市高根町にかけて幅 200m程

の内陸古砂丘(埋没河畔砂丘)が連なる。台地からの比高はプラス 5m前後で、この古砂丘上に館

林市内で最も高い標高32m(高根町)がある。また、台地の周囲に広がる沖積地(低地)は利根・

渡良瀬川に連なる大小河川の氾濫原で、自然堤防、旧河道、低湿地、池沼、河川などから成り立

っている。県下でも地盤の低い地域に属し、全体的に北西から南東へ向けて緩やかに傾斜する傾

向が見られる。これは、関東造盆地運動の影響によるものと考えられるが、台地面と低地面との

比高差も北部・西部は大きく、南部・ 東部では小さくなっている。

台地の縁辺部には、低地から延びる多くの開析谷が樹枝状に入り込み、谷の部分に城沼、茂林

寺沼をはじめとする大小の沼や湿地帯が形成され、本市の特色ある景観となっている。

第 1図 館林市の位置と現況図



2.館林市内の遺跡

館林市内における遺跡数は、昭和 58年から 63年にかけて実施した市内遺跡詳細分布調査 cr館

林市の遺跡.Dによると、推定地を含め 144か所あり 、その多くは低い台地上に分布している。こ

れは、現地調査により遺跡として可能性を推定したものであるが、その内訳は、 遺物散布地とし

て、旧石器時代3、縄文時代 13C縄文時代の遺物のみ散布)、弥生時代0、古墳時代から平安時代

96 Cうち縄文時代の遺物散布が見られるもの 23)があり、その他では、 古墳 17基 (推定を含み

延べ25基)、 中世生産祉 1、中世城館祉 12C伝承地を含む)、近世城館祉2となっている。傾向と

して縄文時代の後・晩期から弥生時代、 古墳時代初頭の遺跡が少ないことがわかる。

今年度の調査を含め、これまでの発掘調査により住居祉が確認された遺跡は 15か所である。 そ

の内訳を地域別に見ていくと、まず市内中央部から東部へ延びる城沼周辺では、南岸に位置する

大袋E遺跡(縄文)、大袋4遺跡(古墳)、大袋城遺跡(古墳)があげられる。また、かつて邑楽 ・

館林台地のすぐ北を流れた旧矢場川周辺では、高根・外和田遺跡(古墳)、岡野・屋敷前 ・岡遺跡

(古墳)、八方遺跡(古墳)、尾曳町 1遺跡(古墳)の他、今年度調査した大道北遺跡(古墳)、加

法師遺跡(縄文)があげられる。さらに、邑楽 ・館林台地の南側を見てみると、南西部の近藤沼

北岸に広がる開析谷周辺の台地には、北近藤第一地点遺跡(古墳 ・平安)、伝右エ門遺跡(古墳)

の他、今年度調査した南近藤遺跡(古墳・奈良)がある。特に北近藤第一地点遺跡では、昭和62・

63年度の調査の結果、これまでに調査 した市内の遺跡の中で最 も数の多い 26軒の住居祉が確認で

きた。近藤沼の東の低地には茂林寺沼や蛇沼があるが、この周辺の台地には下堀工道満遺跡(平

安)、間堀遺跡(縄文)があ る。さらに市域の東南端には道満遺跡(弥生~古墳、平安 ※破壊)

がある。この他、台地の南側の地域では、住居祉は確認されていないが、縄文時代後・晩期の遺

物が大量に出土 した遺跡として、大原道東遺跡や上ノ前遺跡があげられる。

古墳については、昭和 10年刊行の『上毛古墳総覧』に 67基の古墳が記されていることから、現

在は古墳の数がその半数以下になっていることがわかる。これまでに調査され、 埋葬施設が確認

できた古墳は、市内北西部の高根古墳群の一つの天神二子古墳と、 市内南東部の法IJノ上古墳の 2基

である。また、 開発によって墳丘は失われているが、平成6年度の発掘調査により、 周溝の一部が

確認された市内北西部の日向古墳群に近い下遺跡の例などから、今後も古墳が新たに発見される

可能性もある。

さらに、市内には中世から近世にかけての城館祉も多く 存在するが、特に近世館林城を中心と

する城ト町の区域は、現在の巾街地のほぼ中心であることから、城の遺構であ る土塁や堀はほと

んど矢われてきている。
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第E章各遺跡の調査

だいどうきたいせき

第 1節大道北遺跡 (C地点、)

1.立地と環境

大道北遺跡は、東武鉄道佐野線渡瀬駅の西方約 1.2km、県道足利・館林線の東側に位置する。『館

林市の遺跡』作成に伴う市内遺跡詳細分布調査において、遺物の散布状況と付近の地形から、古

墳時代から平安時代の遺跡とされた。名称は小字名を付したものである。

地形的には、巴楽・館林台地の北縁にあたり、北と東は渡良瀬川の氾濫原である沖積低地に面

し、西には邑楽・館林台地を開析し高根幹線排水路を谷底とする谷が南北に走っている。遺跡は、

北へ延びる舌状台地の付け根部分に広がり、標高は約26mである。

散布する遺物は、古墳時代から平安時代のもので、西側の低地に沿うように広がっている。平

成6年度に 2地点 (A.B地点)で調査を行っているが、特筆される遺構は確認されていない。周

辺の遺跡には、南東に隣接して岡野 ・屋敷前 ・岡遺跡(縄文、古墳~平安)、南西に隣接して新倉

前遺跡(古墳~平安)、さらに谷を隔てて北西には高根 ・外和田遺跡(縄文、古墳~平安)、高根

古墳群などが分布している。このうち、発掘調査により住居祉等が確認されたのは、岡野・ 屋敷

前 ・岡遺跡と高根 ・外和田遺跡である。
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2.調査に至る経緯

大道北遺跡の発掘調査は、館林

市岡野町字大道北495-1の地権

者小林一美氏の個人専用住宅建設

に伴う事前調査として実施された。

館林市教育委員会では、この土

地の開発許可申請に先立ち、代理

人から埋蔵文化財の取り扱いの照

会を受け協議を開始した。

大道北遺跡における過去2回の

発掘調査では、特筆される遺構等

は確認されなかったが、今回の開

発予定地は、遺跡範囲のほぼ中心

にあたり、散布する遺物の密度も

濃いことなどから、耕作物の収穫

後に調査を実施することとした。

3.調査の方法と経過

大道北遺跡では、平成6年度に

2地点 (A.B)の調査が実施され

写真1 大道北遺跡 (C地点)調査前

ているため、今回の調査地は C地 写真2 大道北遺跡 (C地点)トレンチ内調査風景

点とした。調査区域は南北約17m、

東西約30mの長方形であるため、

東西方向に3本の卜レンチを設定

し、北から 1・2・3トレンチとし、

土木重機により耕作土を取り除い

た。

この結果、地表から 80cm前後

の深さでローム層があらわれ、精

査したところ、1トレ ンチから幅

約4mの掘り込みが1か所、 2トレ

ンチから東西方向に走る溝状の掘 写真3 大道北遺跡 (C地点)重機による掘削 (住居祉部分)

- 5 



り込みが 1本、 3卜レンチから幅

約7mの掘り込みが 1か所確認さ

れた。

特に 1トレンチと 3トレンチの

掘り込みからは、古墳時代後期の

一括土器が出土したことから、 住

居祉等の遺構と判断し、トレンチ

聞の表土を土木重機で取り除き、引

き続き本調査を実施した。

これにより、 3トレンチ拡張部 写真4 大道北遺跡 (C地点、) 1号土拡調査風景

分から竪穴式住居祉がl軒と、 lト

レンチ拡張部分から土拡(円形大型遺構)が 1基検出された。これらの遺構は、床面より出土 した

一括土器から、古墳時代後期(鬼高期)に位置付けられ、住居祉と土拡は同時期のもの と推定で

きる。なお、住居祉ならび、に士拡については、本遺跡における最初の検出となるためそれぞれ 11

号住居祉J11号土拡Jとした。

2トレンチ

3トレンチ

第 4図 大道北遺跡 (C地点〉調査区全体図

-6 -



4.発見された遺構と遺物

【l号住居祉】

本住居祉は、調査区の南西部から検出され、約5.8mx約5.6mのほぼ正方形に近い平面形とな

り、方位は北西42
0

である。ローム面(遺構確認面)から床面までの深さは 40cm前後で、さら

に壁に沿って幅 35cm、深さ 7cmの壁溝が全周 していた。

柱穴は 4本で、いずれも壁から約1.2mのところに外形と相似形をなすように配されていた。

カマドは、後世の掘り込みによってそのほとんどが破壊されていたが、北西壁のほぼ中央部内

側に、焚き口部と思われる焼土の痕跡が認められ、両袖には長胴嚢が据えられてあった。焚き口

部の幅は約40cmであった。

貯蔵穴はカマドに向かつて右側、住居祉の北隅で確認された。約60cmX約90cmの長方形で、

深さ約 20cmであった。覆土は炭化物を含んだ黒褐色土で、遺物は少量の土器片が出土した。

床面は全体的に固くしまり 、南東壁に|面して約2.6mX約 1.2mの範囲で、 高さ約8cmの段状の

構造が確認された。カマドと相対する位置にあることから、出入口部分と考えられる。

遺物は、カマドの両袖に使用されていた長胴蜜が2個体、住居の中央部から 5個体の大小の護や

甑の一部の他、復元不可能な土器片約350片が出土した。時代は、古墳時代後期(鬼高期)のも

-7 -
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ノ' ー~、ー三、、』

: :0 

A 

l号住土層注記

第l層

第2層

第3層

Q 
G 

@ 

、、
、ー

主ぞ舎
匂勺

時'も

砂粒子微量に含む

ローム粒子微量に含む

焼土粒子少量含む

A 

。 2m 

A 

第4層

第5層

黒色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

明褐色土

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性有

締りなし

締り有

締りなし

締りなし

締り有

ローム粒子、焼土粒子、カーボン粒子少量含む

ローム粒子、ロームブロック多量に含む

第 5図 大道北遺跡 (C地点)1号住居祉
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写真6 大道北遺跡 (C地点) 1号住居祉遺物出土状態(全体)

写真7 大道北遺跡 (C地点)1号住居祉

遺物出土状態(力マド付近)

【l号土拡(円形大型遺構〉】

写真8 大道北遺跡 (C地点)1号住居祉

遺物出土状態(床面上)

本土1広は、調査区の北東部から検出され、直径約4.2mのほぼ円形の平面形であった。ローム面

(遺構確認面)から底面までの深さは約1.1mで、底面の直径は約2.3mのほぼ円形をし、底面に

向かつて内側に緩やかに傾斜していた。また、 j底面に段状の構造が認められたことから、本遺構

の性格は井戸祉とも考えられ、段状構造は取水のための足場と推定できる。

遺物は、古墳時代後期(鬼高期)の杯 1個体、高杯の脚部、饗2個体の他、復元不可能な土器片

約 120片が出土した。

- 9 -



写真9 大道北遺跡 (C地点)1号土拡(円形大型遺構)

i 号土拡土層注記

第11忌¥1;(色土 rM'j:なし締りなし
砂粒子微量に含む

-Z_-C:::ナ寸-- トプ/ー γj 
5B2fiJJ 思同色土 粘性なし締りなし

ローム粒子少量含む

第3届黒褐色土 tl~性なし締りなし
ローム粒子、焼土粒子
少量合む

第4回 |培褐色土 粘性あり 締りあり
ローム粒子 多量に含む

m5脳 i明褐色土 粘性あり 締りあり
ローム粒子多量に含む
ロームブロック点在

第6屈指褐色土 粘性あり 締りあり

A A ローム粒子、ロームブ‘ロック

一- -一
多量に含む

。 2m 

第 6図 大道北遺跡 (C地点)1号土士広 (円形大型遺構)
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【出土遺物(土器)】

(1)は、 1号住居祉のカマドの向かつ て左袖部より出土 した長胴嚢で、ほぼ完形。器高37cm、口

径 19.5cm、胴部最大径 19.5cmである。色調は淡褐色で、外面調整は口縁部が指ナデ、胴部がへ

ラ削り、内面調整は指ナデ。

(2)は、 1号住居祉のカマドの向かつて右袖部より伏せた状態で出土 した長胴翠で、胴部から下部

が失われている。器高(残存部)20cm、口径 20cm、胴部最大径 19.5cmである。色調は明灰褐

色で、外面調整は口縁部が指ナデ、胴部がへラ削り 、内面調整は指ナデ。

(3)は、 1号住居祉のほぼ中央部の床面上から出土した長胴護で、底部が矢われている。器高 (残

存部)35cm、口径 19.5cm、胴部最大径 18.5cmである。色調は淡褐色で、外面調整は口縁部が

指ナデ、胴部がヘラ削り、内面調整は指ナデ。

(4)は、1号住居祉の南東部の床面上から出土した長胴翠で、胴部から下部が失われている。器高

(残存部) 14cm、口径 21cm、胴部最大径 19cmである。色調は明灰褐色で、外面調整は口縁部

が指ナデ、胴部がへラ削り、内面調整は指ナデ。

(⑦は、1号住居祉の南東部の床面上から出土した謹で、底部が矢われている。器高 (残存部)25cm、

口径 21.5cm、胴部最大径30.5cmである。色調は淡赤褐色で、外面調整は口縁部が指ナデ、胴部

がヘラ削 り、内面調整は指ナデ。

(6)は、1号住居祉の南東部の床面上から出土した小型翠で、底部が失われている。器高(残存部)

16cm、口径 14.5cm、胴部最大径20cmである。色調は黒褐色(裏面淡灰褐色)で、外面調整は

口縁部が指ナデ、胴部がヘラ削り、内面調整は指ナデ。

(ηは、1号住居祉の覆土中から出土した甑の一部で、底部のみである。底部径 6.5cmで、底部

中央に直径2.5cmの孔がある。色調は黒褐色 (裏面淡灰褐色)で、外面調整は胴部がへラ削り、底

部に木葉痕があり 、内面調整は指ナデ。

(8)は、 1号土拡の覆土中から出土した翠で、底部が失われている。 器高(残存部)20cm、口径

21.5cm、胴部最大径32.5cmである。色調は明褐色で、外面調整は口縁部が指ナデ、胴部がへラ

削り、内面調整は指ナデ。

(9)は、 1号土拡の覆土中から出土した聾で、胴部から下部が矢われている。器高(残存部)13cm、

口径 19.5cmである。色調は明赤褐色で、外面調整は口縁部が指ナデ、胴部がへラ削 り、内面調整

は指ナデ。

(10)は、 l号土拡の覆土中から出土した杯で、ほぼ完形。器高3.8cm、口径 13.5cmである。色

調は明褐色で、外面調整は口縁部が指ナデ、胴部がへラ削り、内面調整は指ナデ。

(11)は、1号土拡の覆土中から出土した高杯の一部で、脚部のみである。器高(残存部)15cm、

である。色調は淡褐色で、外面調整はへラ削り。

-11 -
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o 10cm 

第 7図 大道北遺跡 (C地点、)出土遺物 ①
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第 8図 大道北遺跡 (C地点)出土遺物 ②
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写真10 大道北遺跡 (C地点)出土遺物①
C No. 1 ) 

写真 12 大道北遺跡 (C地点)出土遺物③
CNo. 3) 

4
 

1
1
4
 

写真 11 大道北遺跡 (C地点)出土遺物②
(No. 2) 

写真 13 大道北遺跡 (C地点)出土遺物④
(No. 4) 

写真 14 大道北遺跡 (C地点)出土遺物⑤
(No. 6) 



r二4孟Z

写真 16 大道北遺跡 (C地点)

出土遺物⑦ CNo.7) 

写真 15 大道北遺跡 (C地点)出土遺物⑥ CNo.5) 

写真17 大道北遺跡 (C地点)出土遺物⑧ CNo. 8. 9) 

写真 18 大道北遺跡 (C地点)出土遺物⑨ CNo.1 O. 11) 
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第2節淵ノ上 1遺跡

1.立地と環境

淵ノ上 l遺跡は、市内南東部、東北縦貫自動車道館林ICの南東約400mに位置する。『館林市の

遺跡』作成に伴う市内遺跡詳細分布調査において、遺物の散布状況と付近の地形から、古墳時代

から平安時代の遺跡と推定された。名称は小字名から淵ノ上遺跡とし、同じ小字に複数の遺跡が

あるため数字を付して命名した。

地形的には、邑楽・館林台地の南東縁にあたり、東流する谷田川、北は沖積低地から延びる浅

い谷にはさまれた舌状台地の中央部に立地している。遺跡地付近の標高は約20mで、低地との標

高差は約 1mである。

散布する遺物は、古墳時代から平安時代のものである。周辺の遺跡には、同じ舌状台地上の先

端部に測ノ上古墳があり、北東に隣接する舌状台地上には、測ノ上2遺跡(平安)、下新田遺跡(土

師器)がある。また、北西400mの位置には道満遺跡(弥生~古墳、平安 ※破壊)などが分布

している。このうち、道満遺跡は、昭和45年に東北縦貫自動車道館林IC建設に伴い群馬県教育委

員会によって発掘調査が行われており、古墳時代初期や平安時代の住居祉、方形周溝墓などが確

認されている。また、測ノ上古墳は、昭和63年度に調査を実施し、横穴式石室が検出された他、

直万や多くの埴輪類が出土した。
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2.調査の概要

測ノ上 1遺跡の発掘調査は、館林市建設部土木課が実施する市道 5385号線の拡張整備工事に伴

う事前調査として実施された。館林市教育委員会は、『館林市の遺跡』に登載された遺跡範囲のう

ち、 工事にかかる羽附旭町字測ノ上 108-1に遺物散布が見られる ことや、これまでの調査例が

ないことから、調査が必要 と判断し、協議を重ねた結果、耕作物の収穫後に事前調査を実施 した。

調査地は道路拡張部分である ため、 道路に沿っ てトレ ンチを l本設定し、土木重機により耕作土

を取り 除いたところ、地表から約70cmの深さで ローム面があらわれ、市道に並行して走る溝状

の掘り込みが一本確認された。覆土を取り除いた結果、幅約70cm、ローム面(確認面)からの深

さ約40cm、断面がU字形の、講状遺構となった。出土遺物は、近世以降の陶磁器片や土師質土器

片など約 50片の他、 縄文時代の石斧も出土した。
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:がチ
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05m  

第10図
測ノ上1遺跡調査区全体図

写真 19 測ノ上 1遺跡調査風景 写真20 測ノ上1遺跡出土遺物

05cm  

第11図測ノ上1遺跡出土遺物
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第3節加法師遺跡

1.立地と環境

加法師遺跡は、市内のほぼ中心にある館林市役所の北方約400mに位置する。所在地は、加法

師町地内にあり、名称は町名を付して命名した。

地形的には、邑楽・館林台地の北東縁にあたり 、北は渡良瀬川に連なる沖積低地が広がる。遺

跡付近の標高は約 19mで、低地との標高差は約 1mである。また、本遺跡を含む市街地一帯は、中

世末から近世にかけて、館林城として整備された地域で、加法師遺跡付近は城の北東部に位置す

る。本遺跡の北側も土塁と堀が巡らされ(平成7年度開発)、遺跡一帯も郭の内部であることがわ

かる。江戸時代の絵図面等には、この一帯を 「中間町」と記 しているものもあるが、通称として

「加法師郭」とも呼ばれている。

散布する遺物は、縄文時代のものである。また、平成7年度に調査を実施した、隣接する館林城

跡土塁の土層からも、多くの縄文土器片が出土した。

周辺の遺跡には、同じ台地上に館林城跡の他、城町遺跡(奈良~平安)、尾曳町 1遺跡(古墳)

などがある。また、北に広がる沖積地の微高地上には、広内町2遺跡(平安)、若宮遺跡(平安)、

外加法師遺跡(縄文 ※破壊)などが分布している。このうち、発掘調査により住居祉が確認さ

れたのは尾曳町 1遺跡である。
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2.調査の概要

， ノ ‘、
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加法師遺跡の発掘調査は、 宗教

員会に提出された寺院北側の農地

の転用の届出に基づき、協議を開

土地における墓地開発に伴う事前

調査として実施された。館林市教

育委員会は、教王院から市農業委

法人教王院の加法師町2174-1の

始した。同遺跡における調査の例

加法師遺跡 1トレンチ遺物出土状態写真 21がないことや、散布する遺物の密

度が濃いことから、発掘調査が必

レンチとし、 土木重機により耕作

要と判断し、協議を重ねた結果、事

ため、調査は南北方向にトレンチ

トレ

ンチ南部分では地表から約30cm、

調査地は南北に細長い形である

を3本設定し、東から 1・2・3ト

前調査を実施することとした。

この結果、土を取り除いた。

トレ ンチ北部分では地表から約

加法師遺跡 2卜レンチ遺物出土状態写真2260cmの深さで ローム面があらわ

れ、精査したところ、 1トレンチと

2卜レンチから黒褐色土および暗褐色土の掘り込みが数か所確認された。

さらに、それら掘り込み部分の覆土を掘り下げたところ、縄文時代中期(加曽利E式、阿玉台

式等)の一括土器が多数出土し、土層に変化が見られることから、逐次拡張を行い、遺構確認を

行った結果、住居祉4軒と土壌2基が検出された。

住居祉と土墳が確認された区域は、調査地の東部分に集中 し、 遺構は南北に並ぶように検出さ

これは、 調査地の西側の土地がかつて蓮田 として利用されていた土地であり 、地形的に低れた。

このことから、 縄文時代の集治祉の範囲は、調査地から東へと広がることが推定さ地にあたる。

れる。

出土遺物は、縄文時代中期((加曽利E式、阿玉台式等)の一括土器を含む土器片約1，900片の

他、縄文時代の石斧、石鉱等の石器も出土した。
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回 住居比と確認

された部分

。 10m 

第 13図 加法師遺跡調査区全体図
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第 14図加法師遺跡出土遺物 ① 

1
i
 

つ臼



(20) 

泌がιy、~:á，la~~1r~~τ r-¥ 
働機JWljiwj'ハ
切ij!mwfVll twwr ハ

ぇr 仲刈 (21) 

(15) "'-' (20) 2トレンチ内出土

(21) 3トレンチ内出土

。 10cm 

第 15図加法師遺跡出土遺物 ② 

写真23 加法師遺跡出土遺物 (No.1，...__.21)

- 22 -



みなみ こん どう

第4節南近藤遺跡 (8地点)

1.立地と 環境

南近藤遺跡は、市内南西部、東武鉄道小泉線成島駅の南西約2.5kmに位置する。『館林市の遺跡』

作成に伴う市内遺跡詳細分布調査において、遺物の散布状況と付近の地形から、古墳時代から平

安時代の遺跡と推定された。名称、は小字名を付して命名した。

地形的には、巴楽・館林台地の南縁にあたり、近藤沼を形成する開析谷の北岸の台地西部に立

地している。西側と南側には近藤沼からの低地が広がる。遺跡付近の標高は約20mで、低地との

標高差は約3mである。

散布する遺物は、古墳時代から平安時代のものである。これまでに 2回の発掘調査が行われてお

り、延べ5軒の住居祉が確認されている。時代別に分けると、古墳時代後期が4軒、奈良時代が l

軒である。

周辺の遺跡としては、近藤沼周辺の台地上に、近藤障子遺跡(縄文、古墳 ※破壊)、伝右エ門

遺跡(縄文、古墳)、北小袋遺跡(縄文)、小袋遺跡(縄文、古墳~平安)、苗木西遺跡(平安)、苗

木遺跡(古墳、平安)、北近藤第一地点遺跡(縄文、古墳~平安)、同第二地点遺跡(土師)など

が分布する。このうち、発掘調査により住居祉が確認されたのは、伝右エ門遺跡と北近藤第一地

点遺跡である。
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2.調査の概要

南近藤B地点、の発掘調査は、医療法人土井クリニックの苗木町字南近藤2599-131、-132の

土地における医療施設建設に伴う事前調査として実施された。

館林市教育委員会は、地権者石橋隆男氏から市農政課に提出された「青字除外申請」に基づき 、

同地の埋蔵文化財の取り扱いについて協議を開始した。開発計画は、 遺跡の範囲外にある医療施

設の敷地拡張であるが、これまでの調査記録との照合では、国道 354号バイパス工事に伴う調査

において検出した住居祉 (4号住居祉)の未調査部分が含まれていることが確認されたため、協議

を重ねた結果、耕作物の収穫後に事前調査を実施することとした。なお、同遺跡では、過去2回の

調査(国道354号バイパス工事の NK地点、と民間開発の A地点)が実施されているので、今回の

調査地点を B地点とした。

調査地は、南北に細長い形であるため、調査は南北方向にトレンチを 6本設定し、東から 1----6

トレンチとし、土木重機により耕作土を取り除いた。この結果、 トレンチ南部分では地表から約

30cm、 トレンチ北部分では 1トレンチが地表から約 120cm、6トレンチが約70cmの深さでロー

ム面があ らわれ、 精査 したところ、 lおよび3----5トレンチから黒褐色土の掘り込みが数か所確認

された。さらにそれら掘り込み部分を逐次拡張しながら、遺構確認を行った結果、未調査の4号住

居祉の他、 古墳時代後期(鬼高期)の住居祉3軒と井戸祉3基が検出された。

写真24 南近藤遺跡 (8地点)1トレンチ 写真25 南近藤遺跡 (8地点)5トレンチ
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回 住居祉と確認された部分

第 17図南近藤遺跡 (8地点)調査区全体図
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第5節清水橋 遺跡 (8地点)

1.立地 と環境

清水橋遺跡は、市内南西部、国

道354号と国道122号の交差点の

南西約300mに位置する。『館林

市の遺跡』作成に伴う市内遺跡詳

細分布調査において、遺物の散布

状況と付近の地形から、平安時代

の遺跡と推定された。名称は小字

名を付して命名した。

地形的には、 邑楽 ・館林台地の

南縁にあたり、旧東沼から台地を

浸食する 3本の谷のうち、中央部

の谷(現諏訪幹線排水路)の上流

部にあたる。遺跡付近の標高は約

21mである。

散布する遺物は、平安時代のも

のである。平成3年度に発掘調査

が行われているが、特筆される遺

構は検出されていない。

周辺の遺跡としては、同じ台地

上に、中島遺跡(平安)、大塚遺

跡(平安)、中堤遺跡(平安)な

どが分布する。

第18図清水橋遺跡周辺図

トレンチ

¥ 

。 5m 

第19図清水橋遺跡 (8地点)調査区全体図

2.調 査の 概要

清水橋B地点の発掘調査は、医療法人康世会の諏訪町字清水橋 1513-2の土地における医療施

設建設に伴う事前調査として実施された。

開発予定地中、遺跡にかかるのは、西側の市道からの進入路部分であるが、切土が及ぶことと

これまでに調査した地点よりも遺物散布の密度が濃いことを踏まえ、協議の結果、事前調査を実

施することとした。なお、同遺跡では平成3年度に調査が実施されているので、今回の調査地点を
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写真26 清水橋遺跡 (8地点)調査風景

B地点と した。

調査は東西方向にトレンチを 1本設定し、耕作土を取り除いたが、約 1mの掘り下げを行っても

ローム面に達せず、調査地は地形的に低地にあたることが確認され、特筆すべき遺構も検出され

なかった。遺物は土師器片が約 30片出土したが、いずれも北側の台地から流れ込んだものと判断

した。
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所収遺跡 所 在 地
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村遺跡番号
π1 

尖這1tと泊予、 お岡か野のち町ょう字あざ 大だい道どう北きた

1207 13 
1996 

180 個人専用住宅1996 
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1997 

百示I1者81h74議高官華南京議 1207 58 
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9 医療施設1997 

官詮議 23hLS首禾町挙管道議 1207 91 
1997 

354 医療施設1997 

遺 跡 名 種 JJIj 時代 主 な遺構 主 な 遺 物 特記事項

大道北 C地点 集落祉 古 墳 住居祉 1軒 古墳時代後期土師器 確認調査本調査

法1 ノ 上 1 平安~近世 確認調査

加 法 日市 集落祉 京電 文 住居祉 4軒 縄文時代中期土器 確認調査

清水橋 B地点 平 安 確認調査

南近藤 B地点 集落祉 古墳~平安 住居祉 3軒 古墳時代後期土師器 確認調査
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